
みぬま通信 No.46 2011.041

みぬまニュース
第７9回　見沼塾
『自然を学ぶ講座－見沼の巨木』2月20日（日）

見沼田んぼの斜面林とその周辺には歴史のある神社
や寺院が見られる。氷川神社の社叢にはタブノキ・ク
スノキ・モチノキなどの
巨木が生え、タブノキ
にはテイカカズラが着生
し、白い花を咲かせる
暖地性の植生を観ること
ができる。また、南部
領辻には高さ１４．５ｍ・
幹周り４．４ｍもあるニレ科のムクノキや幹周り２．８５ｍ
もあるムクロジがある。この実は正月の羽根突きの「は
ね」に使われている。その果皮はサボニンという成分
が含まれ、石鹸として用いられた。その他、円蔵院に
はイチョウ・シダレザクラがあり、国昌寺にはセンダン
バボダイジュ（モクゲンジ）があって昔はこの実で数珠
がつくられた。見沼くらしっく館の庭には幹周り３ｍの
スダジイの巨木（写真参照）があり、かってはその根元
にお不動様が祀られていた。
（講師：齋藤　良夫、参加者１５名）

第80回　見沼塾
『和紙を漉く・和紙でつくる』2月26日（土）、３月６日（日）

２月２６日（土）はときがわ町で紙漉きを行っている、
伝統工芸士・谷野氏の指導のもと、１人３枚の和紙を
漉きました。２枚は無地、１枚は秋に採集しておいた
紅葉、黄葉、緑葉を紙の間に漉き込んでの体験をしま
した。
楮をたたき樹皮繊維

を細かくくだき、原料を
作りトロロアオイの根が
持つトロミを加えながら
原材料を作りました。フ
ネ（水槽）の中の材料
をよくかき混ぜ、簀（す）

で和紙を漉きました。肘の引き具合と腰を安定させて
のバランスが難しく感じ
られました。
３月６日（日）には乾

燥させた和紙を、ラン
チョンマット、下敷き、
栞に加工し、暮らしの中
で使うこととしました。

さいたま市見沼田圃基本計画が策定されました

さいたま市は平成 23 年1月、2 年間の検討を経て、
「さいたま市見沼田圃基本計画」を策定しました。
この計画は、見沼田圃や周辺地域が有する自然環

境や田園の景観、農業施設、地域の歴史文化などの
地域の資源を積極的に活用することで、農地・緑地の
保全や地域の活性化につなげることを主眼においた地
域づくりを目指したものとなっています。（見沼たんぼの
ホームページより）
「さいたま市見沼田圃基本計画」の冊子は、さいた
ま市のホームページ、みどり推進課窓口（さいたま市役
所８階）、各区役所情報公開コーナーで閲覧できます。

見沼たんぼの四季　『鯉のぼり』

見沼の春の風物詩、といえば真っ先に桜並木が浮
かびますが、桜の後、新緑の青空に泳ぐのびやかな鯉
のぼりも新たな風物詩となりつつあります。写真は昨年
5月、膝子の鯉のぼり祭りです。今年も5月5日に予
定されています。
また、合併記念

見沼公園で 5月 7
日（予備日8日）に
開催予定の「ふれ
あい祭り」でも楽し
めます。見沼の大
空を、鯉のぼりと一
緒におよいでみま
せんか？。（高橋）

膝子の鯉のぼり

くらしっく館のスダジイ

紙漉に挑戦

漉いた紙を乾燥させる

3月11日（金）に発生した「東日本大震災」により、被災された皆さま、そのご家族の方々に心よりお見舞い
申しあげます。見沼たんぼでも、3月12日に予定されていた「第 2回見沼たんぼクリーン大作戦」が中止になる
など、少なからず震災の影響が出ておりますが、今後の状況を見守っていきたいと思います。
見沼たんぼくらぶでは、みぬま通信の本号を4月1日に発行予定でしたが、地震の影響による編集の遅れなど

により、発行が遅くなりましたことを会員のみなさまにお詫びいたします。



のどかな漂いのさぎ山記念公園
緑区南部領辻に「さぎ山記念公園」がある。昭和

３０年代、この辺りには「鷺」が集団営巣していた所と
して知られている。県道１０５号線（日光御成街道）と
見沼代用水東縁との間に挟まれた位置に在り、中央部
には芝生広場や釣り池がある。さらに南東端には「さ
ぎ山記念会館」、南西端には自炊やキャンプが体験出
来る「青少年野外活動センター」が見沼代用水に沿っ
て配されている。
さぎ山記念館にはパネルや鷺の剥製が展示されて

おり、鷺の賑わう様子が写真等で詳細に解説され、往
時を偲ぶ事が出来る。小学生の子供さんたちが１０人
ほど入館して、熱心に
パネルに貼られた説
明を読んでいる姿が
目を惹いた。芝生広
場では若いお母さんた
ちが二月の陽を浴び
て赤ちゃんと遊んでい
る。ようやく歩けるよ
うになった赤ちゃんが、ヨチヨチ歩きをしている。時々
転んだりしているのが、如何にも可愛い。
釣り池に回ると、周囲を囲む木々は葉をスッカリ落し

て冬の装いではあるが、隅の方に目をやると、紅梅や
白梅が咲いており、柔らかな風に乗せられ、辺りには
かすかな香りが漂っている。防寒服を着、携帯用の椅
子に腰を下ろした１３，４人もの「太公望」が、陽の当
たるあちこちに座っている。皆さん、竿から垂らした釣
り糸の先の「浮き」の動きに目線を集中させている。「魚
を釣り上げた時の気分は、感無量で最高です。太公望
ならではの格別な一瞬です。」と釣を楽しむ醍醐味を話
してくれた。７０歳に近い市外在住の方は、月に数回、
この池に来て楽しんでいるとの事だった。時には鯉や
鮒が懸かるが、主に釣れるのは「ヘラブナ」だそうである。
鷺を記念したステンレス製の「モニュメント」が池畔

に建っている。見定めると、銀色に輝いた羽を大空に
向けて力強く羽ばたいているではないか。幾羽もの鷺
で、どれもが大きな羽をのびのびと一杯に広げている。
昔は、このような鷺が、この辺りの上空を群れなして
飛び交っていたのであろう。
昔、野田村の鷺の繁殖地の名で「特別天然記念物」

等に指定されていたが、その面影がこのモニュメントに
も残されている。（召田紀雄）

見沼スケッチ会の展示会を訪れる

見沼田んぼは、四季、色々な風景が楽しめる所で
ある。こうした風景をはじめ、そこに広がる変化や様
子を「画」に描き続けている活動団体があり、「見沼ス
ケッチ会」はその１つ
である。本誌の「見沼
たんぼ　水彩スケッチ
紀行」に作品を提供し
て頂いている八木一郎
先生（主宰）が、講
師をされている会であ
り、見沼区片柳にある「旧坂東家住宅見沼くらしっく館」
を拠点として、毎月、水彩画の勉強を行っている。
この会の「見沼スケッチ会 第４回水彩画展」が２月

１日から６日まで開催された。会場は、さいたま市大
宮区高鼻町の氷川参道東側にある「氷川の杜文化会館」
であった。茅葺の門構の造りの中に足を踏み入れ、竹
林に囲まれた静寂の漂う中の案内路を進むと、その先
には本会館の玄関がある。交通渋滞が四六時中起き
ている市内の中心部に、このような静かな所があると
思うと、改めて、心が安まり行くのを感じる。
展示場は本会館の１階にあり、明るい照明に照し出

されると、展示されている作品の夫々の輝きは一層の
輝きを増してゆくのだった。展示された作品の数は７４
点、作品の前に立ち止まりゆっくりと鑑賞する。
こちらの画は、屋敷林の中の民家が描かれている。

枝葉の生い茂っている状態から判断すると夏の頃であ
ろうか・・・。柔らかな色合いが、訪れる人の心を静
かに包み込み、その現場に自分たちを誘い入れてくれ
る。画の不思議さと言うか、魔力と言うか・・・、そ
のような気持ちに何時の間になってしまう。
あちらの画は、川の流れを描いている。波の立たな

い静かな流れで、油絵とは違い大分ソフトな感じを受
ける。流れに沿って薄い褐色の「芦 (あし)」がシュン
シュン・・・と描かれているではないか。秋の頃になる
のであろうか。良く見ると小さな鴨が泳いでいるのが分
る。列をなして泳いでおり実に可愛い。のんびりした見
沼田んぼが、画面一杯に溢れている。
スケッチ画で見る見沼田んぼは、淡く優しい色で飾

られ、見る人の心を温かく包み込むでくれる。日常の
忙しい生活の中から一歩外に連れ出してくれ、心身を
癒してくれるのであった。スケッチで見る見沼田んぼは、
実に素晴らしかった。（召田紀雄）

　見沼たんぼには、四季折々の美しさを感じられる自然や、文化や歴史により育まれた風景など、魅力的なた
くさんの見所があります。ここでは、そんな見沼たんぼの見所を紹介します。
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さぎ山記念公園の池

合併記念見沼公園のスケッチ
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ー　見沼たんぼ広がる見沼区のシンボル紹介　ー

見沼たんぼ北部の領域は見沼区で占められています。
見沼区では、見沼たんぼの自然を守り育てることを施策の重点としています。
見沼区区民会議は、区民が親しみ守りたい代表的な生き物を区民アンケートをもとに決めて
います。
見沼区のシンボルの木・花・鳥・蝶を紹介します。
これらは見沼たんぼ北部の代表的な生き物とも言えます。
（ＮＰＯ法人自然観察さいたまフレンド・小野達二）

見沼たんぼの動植物

サクラ亜属

加田屋川、 見沼代用水東縁でも確認されている。
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「姑から人としての生き方を教えられた」と語る萩原
さん。「農業は年をとっても最後まで自分のやれる仕事
がある」、百姓は「百まで女は生きる」、といつも話して
いたお姑さん。96 歳まで草取りをし、動けなくなって
からも亡くなる数日前まで布団の横で来年蒔くインゲン
の種取りをしておられたそうです。

見沼地域は、畑や田んぼはもちろんですが、用水
沿いの雑木林などもそのほとんどが私有地で、個人が
維持管理しているということをご存知ですか。毎年、カ
ブトムシやクワガタを採りにくる人達によってナラの大
木が傷つけられたり、根元を掘られたりして枯れてゆ
く、という萩原さんに雑木林を案内してもらいました。
虫を呼び寄せるためにつけられたいくつもの傷は10 セ
ンチ以上におよ
び、樹皮も剥か
れています。つ
いに写真のよう
にすっかり根が
露出してしまっ
た木もあります。
こうなるともう倒
れて枯れるしか
ないそうです。
虫をとる一人の行いは小さなことかもしれませんが、そ
れが重なると大きな被害を招く、ということを私たちは
もっと自覚する必要があると感じました。

萩原さんはまた「赤山渋」と呼ばれる、見沼地域特
産の渋をとるための柿の栽培を継承しています。ふつう
の柿渋と違って赤山渋には適度な光沢があり、江戸時
代には江戸城にも送られていたそうです。「諏訪野」の
建物は萩原さんが敷地内にあった欅、ヒノキ、杉など
数種類の木を使って建てたものですが、全体に統一感
があるのは柿渋を使っているから、と話されていました。
いろいろな素材をその特徴を生かしながら全体として
柔らかくまとめ上げる・・・。それはまさに多彩な活動
を総合的にこなしておられる萩原さんその人ではないか
と感じました。

ファームインさぎ山
さいたま市緑区上野田 282
TEL：048－878-0459

「ファームイン さぎ山」　萩原知美さん
「ファームインさぎ山」の萩原知美さんを既にご存
知の方も多いかも知れません。さいたま市におけるグ
リーンツーリズムの先駆者として平成 9年から「かあちゃ
ん塾」を開き、農業体験や農的生活を通じて、育て
る喜びとそれに伴う苦労、食べ物や自然に対する心を
養う総合的体験学習を実践。また農業者として野菜の
生産・販売はもちろんのこと、「自然からの恵みである
収穫物を余すことなく使いきりたい」との思いから、自
家生産の野菜を
使った料理を提
供する農家レスト
ラン「諏訪野」、
さいたま市内や
東京都内の学校
を対象とした教
育ファームを行う
等、多彩な活動
をされています。

農家に嫁いだことから農業に係わることになった萩
原さんですが、「なんで農家なんかにお嫁に行ったの？」
という友達の一言に一念発起、農業についての勉強を
始めます。そんななか、グリーンツーリズムと出会います。
ヨーロッパへの視察研修でグリーンツーリズムの巨匠と
いわれるアンリ・グロロー氏から「都市に近いところで
グリーンツーリズムをすることは、地方の活性化にもつ
ながる。あなたは地方への情報発信基地になってくだ
さい。」という言葉を贈られ、自分の進むべき道を定め
ます。

農業には人間が生きるのに必要な根源的な知恵や
力のもとがあって、それが農家には受け継がれている。
その反面、遅れている面があり、それは労働がきつい
ことと、人間関係が狭く何をやっているのかが農業外
の人に伝わらないことだと萩原さんはいいます。消費者
や農業外の様々な人達に、農業のすばらしさ、大切さ
を分かって欲しい。農業体験を通して、そうした理解
者を増やしていきたい。だから一回限りの体験などで
はなく、種を蒔いたり苗を植えることからスタートし、
草取り、収穫までの一連の作業を行います。それに味
噌やこんにゃく作り、餅つきや昔の遊び、見沼にまつ
わるお話などを織り交ぜて総体的な生活を実感しても
らいます。

「諏訪野」のコースの最初の一品

根が剥き出しになってしまったナラの木と
萩原さん



見沼たんぼ　水彩スケッチ紀行
絵と解説　八木一郎
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見沼たんぼくらぶでは、会員のみなさまの作品をみぬま通信で順番に紹介する誌上展覧会を開催します。絵画や写真、
クラフト、詩や俳句など、作品を会員の皆様から募集いたしますので、誌上に掲載する作品の写真または詩文と作品の
紹介文を同封の上、本誌８ページに掲載の連絡先まで郵送してください。（写真は返却いたしません。）
見沼たんぼに関わる作品を優先して紹介させていただきますが、それ以外の作品でも紹介いたします。会員の皆様の

多くのご応募をお待ちしております。なお、紙面の都合上、すべての作品を紹介できない場合もございますのが、ご了
承をお願いします。
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　見沼たんぼでは、いろんな仲間たちが、見沼の自然を愛し、守り、魅力を伝えるなどの活動をしています…。
ここでは、そんな団体の活動内容を紹介していきます。

「見沼 100年構想の会」　
代表世話人　水野　晶子
さいたま市北区別所町 1127-5
℡ /fax 048-666-8238

見沼100年構想の会の発足

さいたま市の東、壮大に広がる見沼緑地。都心から
わずか一時間以内でこのような癒しの空間が存在して
いたとは・・・。さいたま市民といえども、その価値を
認識する人は多くはない現状です。
この貴重な故郷の自然を後世に伝えたいと願う、パ

ノラマ風景画家友利宇景氏と思いを一つにしたこの会
は、２００３年４月、「政令指定都市さいたま」の誕生
とともに出発しました。街はそこに暮らす人によって創ら
れるもの。「人づくり」こそ「街づくり」という理念のもとに、
この良き地「さいたま」を創造する個性溢れる一人一人
を結びつけ、その繋がりを広げてゆく活動をしたいと発
足しました。
　
３つの活動内容

「人と緑が調和した理想都市さいたま」を１００年見
通す、空飛ぶ鳥のような目をもって見つめ、未来へと
向かって人と人を結ぶネットワークづくりをする「見沼
１００年構想の会」です。
私たちの会はこれまで、主として次の三つの活動を

行ってきました。
① 鳥瞰図「見沼スーパーパノラマ」の制作、頒布。３
年半をかけて完成した、埼玉の自然をダイナミックに
描いた作品で、私たち会員の思いを一つに結びつけ
てくれるシンボルとなっています。見沼たんぼのＰＲ
活動として、埼玉県、さいたま市他、図書館、小学
校等５００～１０００枚が頒布されています。

② 小学生への環境講座（「ボランティア大使セミナー」）
開催。９７名の見沼ボランティア大使を任命して地

域活動サポーター役の分担をお願いしています。
③ 市立芝原小学校児童・父母会との協同で緑区見沼
氷川公園（かかし公園）池にいかだ式ビオトープ「と
よあしはら」三基を制作設置。

「未来遺産」への登録に向けて

その他、2009 年７月には「芝川タライ舟下り」を実施。
それにより芝川の不法投棄ゴミの惨状を目の当たりに
し、同年１１月には、そのゴミ回収引き上げ作業を実行。
さいたま市、さいたま市教育委員会の後援を得て、地
域内小学校、中学校児童及び保護者、市民・ボランティ
ア・企業との協力のもとに3トンの不燃ゴミを引き上げ
ました。また、小学校の「地域総合学習」に呼ばれ身
近な見沼たんぼの環境の大切さを訴えています。　　
今後、日本ユネスコ「未来遺産」への登録に向け、

みなさまと共に歩んで参りたいと思います。よろしくお
願いいたします。

見沼スーパーパノラマ

いかだ式ビオトープ「とよあしはら」

芝川のゴミの引き上げ
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浦和博物館 
住所：さいたま市緑区三室 2458 電話：048-874-3960　
開館時間：9時～16時30分 休館日：月曜日（祝日の場合、翌日休館）

1　展示活動
① 企画展「さいたま市のあゆみ」
期間：平成２３年４月１９日（火）～平成２３年７月３日（日）
時間：９時～１６時３０分
内容：誕生１０周年を迎えるさいたま市のあゆみを、博物館所蔵の

資料で紹介します。
２　親子探鳥会
日時：６月１１日（土）９時００分～１２時００分
集合：９時に浦和博物館
場所：浦和博物館周辺の見沼たんぼ
内容：親子で見沼たんぼの野鳥を観察。カルガモの親子が見られる

かも？雨天時は館内で鳥のお話など。
対象：小学生とその保護者
定員：20組（先着順）
講師：日本野鳥の会埼玉会員
参加費：無料
申し込み方法：6月号「市報さいたま」に掲載
３　三室地区定例探鳥会
日時：４月１７日、５月１５日、６月１９日（毎月第３日曜日）９

時００分～１２時００分　（雨天中止）
集合：９時に浦和博物館
場所：浦和博物館周辺の見沼たんぼ
主催：日本野鳥の会埼玉県支部
参加費：高校生以上１００円、小・中学生５０円

浦和くらしの博物館民家園
住所：さいたま市緑区下山口新田 1179-1 電話：048-878-5025
開館時間：9時～16時30分 休館日：月曜日（祝日の場合、翌日休館）

① 探鳥会
日時：４月３日（日）、６月５日（日）、9時～ 12時
内容：見沼たんぼ内、その周辺の野鳥の観察
② 春の自然観察会
日時：５月 1日（日）9時～ 12時
内容：民家園周辺の見沼たんぼ及びその周辺の自然観察
③ 子どもの日講座「竹で昆虫をつくる」
日時：５月５日（祝）10時～ 12時
内容：竹を使って昆虫を作ります。
④ 染物講座「玉ねぎ染め」
日時：５月 2９日（日）9：30～ 12：00
内容：手ぬぐいを玉ねぎで染めます
⑤ 父の日の講座「竹の靴べらつくり」
日時：６月１８日（土）9：30～ 12：00
内容：父の日に贈る竹の靴べら作り

旧坂東家住宅見沼くらしっく館 
住所：さいたま市見沼区片柳 1266-2　電話：048-688-3330　
開館時間：9時～16時30分 休館日：月曜日（祝日の場合、翌日休館）

１　主催事業
① 趣味・教養講座（定員あり／無料）
①押花で作る額絵 ４月14日(木）14時～16時 10名
②春の川柳句会 ４月16日(土) 13時半～15時半 30名
③オーブン陶土で作る箸置 ４月19日(火) 14時～16時 10名
④オーブン陶土で作るぐい呑み ４月20日(水) 14時～16時 10名
⑤押花で作るﾒｯｾｰｼﾞｶｰﾄﾞ ４月21日(木) 14時～16時 10名
⑥新論語教室①「孔子・道元」４月23日(土) 14時～15時 30名
⑦竹細工教室「茶匙」 ４月26日 ( 火 ) 14時～16時 10名
⑧竹細工教室「背広の衣紋掛け」４月27日(水) 14時～16時 10名
⑨三味線基礎講座（全２回） ５月１日(日 )・

５月８日 (日 )
11時～12時半
13時半～15時

各5名

⑩新論語教室②「孟子」 ５月14日(土) 14時～15時 30名
⑪竹で作るバターナイフ ５月15日(金) 10時～12時 10名
⑫ステンシルでボードを飾る ５月19日(木) 14時～16時 10名
⑬押花を作る ５月24日(火) 14時～16時 10名
⑭押葉を作る ５月26日(木) 14時～16時 10名
⑮ステンシルで木箱を飾る ５月27日 ( 金 ) 14時～16時 10名
⑯新論語教室③「ゲーテ」　 ５月28日 ( 土 ) 14時～15時 30名

⑰柿渋でうちわを染める ６月８日 (水 ) 14時～16時 10名
⑱和紙でうちわを作る ６月10日 ( 金 ) 14時～16時 10名
⑲新論語教室④「ルター」 ６月 11日 ( 土 ) 14時～15時 30名
⑳押花でうちわを作る ６月16日 ( 木 ) 14時～16時 10名
21新論語教室⑤「ガリレオ」 ６月 25日 ( 土 ) 14時～15時 30名
② 親子体験講座（定員あり／無料）
ア 見沼をあるく
 ①「坂東桜を訪ねて」 ４月３日 (日 ) 13時～15時 10組
 ②「井澤弥惣兵衛を探して」 ５月21日 ( 土 ) 13時～15時 10組
イ 蝋石で何かを作ろう！ ６月12日 ( 日 ) 14時～16時 10組
ウ 蝋石で作る勾玉 ６月18日 ( 土 ) 14時～16時 10組
③ 公開講座（定員なし／無料）
A いろり端で聞く花のおはなし会 ４月９日 (土 ) 14時～14時半
B 邦楽鑑賞会 ４月17日 ( 日 ) 14時～16時
C 春のくらしっく寄席 ４月24日 ( 日 ) 13時半～15時半
D 八十八夜の茶粥作り ５月３日 (祝 ) 11時～12時
E よもぎうどん作りの公開 ５月５日 (祝 ) 10時半～11時半
F いろり端で聞く草のおはなし会 ５月７日 (土 ) 14時～14時半
G さなぶりのけんちん汁 ５月22日 ( 日 ) 11時～12時
H 食育講座「昔のくらし・飢饉の食事」５月29日 ( 日 ) 11時～12時
I 季節の行事「講話：衣脱ぎの朔日」 ６月１日 (水 ) 14時～14時半
J 計量記念日「講話：度量衡の話」 ６月７日 (火 ) 14時～14時半

２　企画展示
「一寸おめかし　被る・纏う・履く」４月１日(金 )～５月29日 (日 )
「願いと祈り」 ６月１日(金 )～７月９日(日 )
※申込み等の詳細については見沼くらしっく館にお問い合わせ下さい。

農業者トレーニングセンター（園芸植物園・大崎公園・子供動物園）
住所：さいたま市緑区大崎 3156-1  　電話：048-878 -2026
開館時間：10時～ 16時   休館日：月曜日（祝日の場合、翌日休館）

① 羊の毛刈り
期日：４月１７日（日）11時～ 12時 30分
会場：さいたま市大崎公園内子供動物園
対象：中学生以下の子供、先着１００名
内容：原毛を加工し、マスコットや記念カードを作る
② アグリフェスタ '11
期日：5月 4日（火）・5月 5日（水）
会場：緑の広場（農業者トレーニングセンター内）
内容：農産物の直売、山野草の展示、ステージショーなど

大宮第二・第三公園管理事務所「大宮第２公園・公園ギャラリー」
住所：さいたま市大宮区寿能町 2-405  　電話：048-645 -9605
開館時間：８時 30分～ 17時   
休館日：毎月第 1・3・5月曜日（祝日の場合、翌日休館）

1　展 示 会　　※詳細は、直接事務所にお問い合わせください。

ボタニカルアート合同展 4月 5日（火）～4月 10日（日）
第16回えびね展示会 4月19日（火）～4月24日（日）
春の山野草展 4月22日（金）～4月24日（日）
山野草鑑賞会 5月 3日（火）～ 5月 5日（木）
押し花作品展 5月 9日（月）～5月 15日（日）
スクラップブッキング 5月17日（火）～5月22日（日）

2　イベント　　※詳細は、直接事務所にお問い合わせください。

なし
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平成23年度見沼たんぼくらぶ総会

皆さまの出席をお待ちしています！
日 時：４月１７日（日）１０時
会 場：市民の森　見沼グリーンセンター２F中会議室
交 通：ＪＲ宇都宮線土呂駅東口から徒歩６分
※市民の森には、リスの家（シマリスの住処に入る）や展
示温室（様々な熱帯植物の間を歩く）など楽しい施設
があります。総会の前や後に見学されるのも面白いと
思います。

第45回自然観察ハイキング
『見沼の自然と史跡を訪ねてー見沼たんぼから盆栽村へ』

総会と同日に開催します！
日 時：４月１７日（日）１３時～１６時
集 合 地：市民の森正門（見沼代用水西縁・川島橋向）
内 容：自然観察指導員のガイドで、春の七草はじめ

湿地や草原の野の花を観察し、その後、盆栽
村を見学します。

コ ース：市民の森 芝川 見沼２丁目田圃 見沼代用
水西縁 大宮盆栽美術館 盆栽緑地公園 
清香園 盆栽四季の家 漫画会館 大宮公園
駅前

申 込 み：当日、集合地で１２時３０分から受付
参 加 費：￥５００（会員は￥１００）＊入館料を含む
持 物：雨具、筆記具
交 通：ＪＲ宇都宮線土呂駅東口から徒歩６分
問 合 せ：TEL（０４８）６８３－１７６４・小野

市民団体のイベント案内

自然観察ハイキング
『斜面林のキンラン・ギンランと見沼たんぼの春の七草』

日 時：４月２９日（金・祝）９時～１２時
集 合 地：東武野田線大宮公園駅前
主 催：ＮＰＯ法人自然観察さいたまフレンド
内 容：自然観察指導員のガイドで、見沼１丁目の春の

七草はじめ湿地と草原の野の花を観察し、大
和田緑地公園特別緑地保全地区・斜面林の絶
滅危惧種―キンラン・ギンラン・シュンラン・
ワニグチソウを観察します。大宮公園解散。道
程は約６ｋｍ。

申 込 み：当日、集合地で８時３０分から受付
参 加 費：￥５００（中学生以下は無料）
持 物：雨具、筆記具
問 合 せ：TEL（０４８）６８３－１７６４・小野

見沼の自然ふれあいウオーク

日 時：５月７日（土）１３時～１６時
集 合 地：合併記念見沼公園
主 催：セントラルパーク市民協働会議
内 容：合併記念見沼公園や新右エ門新田で野の花や

鳥を見て歩き、大宮南部浄化センターで自然
庭園とみぬま見聞館を見学します。

申 込 み：当日、集合地で１２時３０分から受付
参 加 費：５００（中学生以下は無料）
持 物：雨具、筆記具
交 通：大宮駅東口からバス④自治医大行き終点下車、

徒歩２分（自治医大南側）、大宮発１２時 or
１２時３０分（約１０分乗車）

問 合 せ：TEL（０４８）６８３－１７６４・小野
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